
□徳島駅より

・JR牟岐線中田駅下車（約15分）→西へ徒歩12分

・タクシーで20分

・徳島バス勝浦方面行き、日開野バス停下車

（25分：病院前に到着）

□お車の場合

・国道55号線　ルピア交差点を勝浦方面へ300メートル

　　　　　項　　目　　　　　　　　　　　　  　4月　       5月　　　    6月

平均外来患者数（1日)　　　     54人 　　 　52人　　　　 54人

新入院患者数　     　　　　　 　 　 54人　　  　61人  　　　61人　

平均在院日数　　　  　　　　　  　　46日  　　  41日 　　   43日

病床利用率　　　　　　　　　　 　  　　91%  　　  88%　　　　 91%

在宅復帰率　　 　 　　　　　　　      88%  　　　88% 　　　  86%

重症者受入率　　　　　　　　　   　  38％　　　 　38%　　 　　38％

重症者改善率　　　　　　　　　　  　 70％　　　 　67％　　　 　59％

平均リハビリ単位数（１日）　  　  6.1　 　 　　 6.3　　　　  　6.45

休日平均リハビリ単位数　　　　  4.2　　      4.9    　　　　3.3　 

こ　ま　つ　し　ま　び　ょ　う　い　ん

内科

整形

歯科

＊予約：退院後の定期診察に限定させて頂いております。
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外 来 診 療 担 当 医 師

診 療 統 計 デ ー タ 公 表

　　　　月　　火　　水　　木　　金　　土

 午前 　　　  有井　谷口　谷口　有井　

 午後　　　　谷口　  原　 原田　藤野　休診

 午前　休診　寺前　休診　湯浅　寺前　予約

 午後　予約　松浦　予約　休診　休診　休診

 全日　川本　川本　川本　川本　川本　休診

　ーーーーーーーーーー ーーーーーーーーーーー

■内科･整形外科・歯科・ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ科

■回復期リハビリテーション病棟

■地域包括ケア病床

■人間ドック・脳ドック

STAFF colum

n

ー職員のつぶやきー

TEL　0885-33-2288
FAX　0885-33-1266

https://komatsushimahp.jp/

topics病院
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私
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セ
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ピ
ー
は
リ
ハ
ビ
リ
等
の
医
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為
や
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、
ア

ロ
マ
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ど
様
々
な
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。
日
常
生
活
を
送
る
中

□託児所あり

□職場見学大歓迎

□未経験者でもOK

□福利厚生充実

□各種手当あり

（正規・パート）募集

看護師・介護士
　　　　　

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

　

お問合せ ： 0885-33-2288

（事務部　阿部）
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。

　当院が電子カルテ検討を本格的に意識したのは４年前の平成３０年になります。この年に法人本部の大神子病院レ
セプトコンピュータの更新があり、将来の電子カルテ導入に備えた機種の選定が行われました。検討の結果、日本事
務器(ＮＥＣ)さんに決まり、平成３０年８月に大神子病院、小松島病院のレセプトコンピュータが日本事務器さんで
の運用が始まりました。
　当初、令和３年３月の電子カルテ稼働に向けて取り組んでいましが、新型コロナ感染対応と半導体不足の影響で延
期が重なり、令和４年７月１９日にようやく稼働の日を迎えることが出来ましたました。
　現在、電子カルテの普及率は約６０％に至っていますが、導入を進めて行くとまだまだ課題が多いことを痛感させ
られます。１番の課題はコストになります、導入費用、日々のランニングコスト、定期的な更新費用と高額な費用が
継続的に必要となります。２番目の課題としては使い勝手です。電子カルテ導入に際して、「電子カルテ成功の秘訣
は不便に慣れること」とよく言われますが、高額な費用をかけて不便になる現実を容認しなければなりません。
　6月18日(土)１回目外来リハーサル。職員が患者役になり、外来診察を再現したリハーサルです。
スタートからいきなり受付が出来ない！「みんなパニック状態」「どうするん？どうするん？」の声が至る所から。
あ～あ！という間に　流れを把握できないまま終了。
　７月９日(土)２回目リハーサル。今回受付はスムーズ、流れも順調かと思えましたが診療内容が複雑なものに変更
されており、先生は診察、血液検査、画像検査、診療記録、投薬と課題をこなすのに四苦八苦。　１０日後には本番
が迫っています。この状態で本当に大丈夫？　ベンダーさんに尋ねると軽く「大丈夫ですよ！問題ありません」との
返事。リアリー？
７月１９日(火)ついに本番、不安を胸に長い一日が開始。ところが当初の不安をよそに、以外に大きなトラブルもな
く１日目が終了。「ほっと一息」　ベンダーさんは正しかった？
　現在、１週間が経過し本来の懸念である「電子カルテは楽にならない、帰って手間が増える」問題に遭遇中です。
「不便に慣れる」にはこの先数ヶ月は必要みたいです。我慢の日々が続きます！

事務部長　阿部

工事前

202 2年 7月 19日 よ り
電 子 カル テを 導入 しま した

小 松 島 病 院 だ よ り
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